
（別紙４）

～ R８年　３月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ R８年　３月　31日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R８年　３月　31日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・情報共有について、さらに取り組んでいくように

する

2

・丁寧な聞き取り、知る努力を続けていく

3

・今後もアップデートに心がけていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問支援員の育成についても視野に入れている

2

・情報収集に努める

3

・努力を続けていく

お母さんのお気持ちの聞き取り

・月に1回、通常支援にてお母さんとの話し合いを

行っているため、スタッフが状況の把握を行うこと

ができている。そのため、訪問支援員との情報共有

もスムーズに行うことができ、お母さんからの聞き

取りの質がさらに上がるようにしている

学校等施設の現状を踏まえ、先生方のお

考えをしっかりと聞いた上での支援

・学校等の連携機関様について、知る努力を怠らず

、理想をお聞きした上で、理想と現実がかけ離れす

ぎない中で理想を目指していけるような支援を行う

ようにしている

学習道具や環境設定についてのご提案

・文具や環境については、ご提案できるだけの十分

な量の知識を持っており、常にアップデートを心が

けている

第三者による外部評価の仕組みがない

・自助努力で行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

丁寧な対応のため、それほど多くの契約

を行うことができない

・丁寧さは良いことでもあるが、時間がかかること

もある

(自立支援)協議会子こども部会や地域の

子ども・子育て会議等へ積極的な参加が

難しい

・情報として持っていない

R８年　１月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/3/31

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R８年　１月　26日

○事業所名 自己実現型こども育ち塾つきのうさぎ

○保護者評価実施期間 R８年　１月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


